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研究成果概要 
現在建設中のハイパーカミオカンデに用いる大型光電子増倍管の安定・高性能運用を

目指すため、現在大量製造中の性能評価・監視を行っている。毎月の頻度で約 100 本の

新規製造品を評価し、継続した高品質と安定性を確認できた。また、１年間にわたって

100 本の長期安定性を行い、問題なく安定に機能することが確認された。 
光電子増倍管を高水圧中で安全に用いるため、爆縮連鎖による損失を防ぐ保護カバー

の一部製造が始まり、その品質確認の手法を確立した。また、カバーと光電子増倍管の

取付機構とその組立方法を改良した。大量数の測定により、カバーのアクリル部の光学

特性は十分な性能が得られていることを確認した。また、光検出面の一部として内水槽

検出器の光学遮蔽を担うブラックシートの設計とその試験に大きな進展が見られ、実際

のハイパーカミオカンデ検出器の一部を再現した構造体への取付試験を行った。 
光電子増倍管の光入射位置による詳細性能調査と、量子効率・ゲインの温度依存性の

理解が進み、個体差の評価を始めた。事前にキャリブレーションをすることで、高精度

の光検出性能を実現する準備を進めている。 

3948275988
テキストボックス
整理番号 2025d-A-22 




